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優しい環境作りを目指します。

活動に務めます。

１ ．当社の事業活動に関連する環境関連法規、条例及びその他要求事項を順守します。

２ ．次の項目を環境管理重点テーマとして取り組みます。

①　二酸化炭素排出量の削減

②　廃棄物の削減及びリサイクルの推進

③　水の使用量の削減

④　グリーン購入の推進

⑤　環境に配慮した製品、サービスの提供及び施工

⑥　地域清掃等による環境保全、社会貢献活動の推進

３ ．この環境方針は、全社員に周知するとともに、環境経営レポート等で社外へも公表します。

上記の方針達成のために、目標を設定し、定期的に見直して環境経営システムを推進してま

いります。

1

＜環境経営理念＞

環 境 経 営 方 針

兼子義信

2022年1月4日

兼徳建設株式会社は、社会の環境への意識の高まりに対応するため、自らの事業活動を

通じて環境負荷の低減と改善に向けての取り組みを積極的、継続的に行い人と自然に

代表取締役社長

＜環境保全への行動指針＞

当社は、事業活動が与える環境負荷を低減するために、下記の方針に基づき環境経営

制定日： 2010年3月25日

改定日：



■組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

兼徳建設株式会社
代表取締役社長　兼子　義信

（２） 所在地

本　　社 〒770-0802    徳島県徳島市吉野本町６丁目６番地

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 工事部課長　 大西　宏明 TEL：088－655－5541
担当者 事務管理部 川本　元孝 FAX：088－655－5543

（４） 事業内容
特定建設業の許可内容：徳島県知事許可（徳－２９）第４８５１号
建設業の種類：土木工事業、とび・土工工事業、石工事業、鋼構造物工事業、
　　    　  ほ装工事業、しゅんせつ工事業、塗装工事業、水道施設工事業

（５） 事業の規模
売上高 百万円

従業員　　　　　 名 名 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度

■認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 兼徳建設株式会社
対象事業所： 本社事務所及び建設現場
対象組織： 全従業員

対象活動： 特定建設業の許可内容：徳島県知事許可（徳－２９）第４８５１号

■事業や製品（商品）の紹介

Ｒ４徳土　徳島小松島港（津田地区）　徳・津田海岸係留杭引抜工事 2

2022年1月4日

本　　社
8

31

建設業の許可票

1月1日～12月31日

合計
8名
31㎡

266



■環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

代表者

環境管理 責任者

環境事務局

　営業・事務管理部門 工事部門 　現場作業所

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動への参加

3

・環境経営方針の策定・見直し

代表者（社長）

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

環境管理責任者

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性の自覚

・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告
・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・環境活動の実績集計

・環境管理責任者を任命

役割・責任・権限

2022年1月4日

大西宏明

社長 兼子義信

川本元孝

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）
・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施
全従業員

環境委員会

・環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

環境事務局

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境経営に関する統括責任

・自部門における環境経営方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成

部門長

環境委員会



■主な環境負荷の実績
単位
kg-CO2

トン
トン
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数　

■環境経営目標及びその実績

✕
✕

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

✕

〇

〇

〇

4

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

2018年

0.535
総排水量

基準年度比

自動車燃料による二酸
化炭素削減

基準年度比

電力による二酸化炭素
削減（建設現場）

kg-CO2

一般廃棄物の削減

上記二酸化炭素排出量合計

産業廃棄物の削減

%

　産業廃棄物排出量 79.85

15.8

電力による二酸化炭素
削減

kg-CO2

2件(100%) 100% 2件(100%) 100% 100%

15

二酸化炭素総排出量

項　目 2018年 2021年 2022年

16

60.15

17

0.040

8,18910,710 7,917

0.045 0.039

廃棄物排出量
　一般廃棄物排出量

2024年

（目標）

2,168.12

（実績） （目標）

評
価

2022年 2023年基準値

901

99.0%

3,773 3,754

2,819 2,805 2,922 2,791
（目標）

2,777

建設現場の環境
影響評価実施

建設現場の環境
影響評価実施

建設現場の環境影
響評価実施

（基準年)

基準年度比

69,620

98.5%

98.5%

99.0% 98.5%
10,550

自動車燃料による二酸
化炭素削減（建設現
場）

kg-CO2

10,603

3,176

44.6 44.3

3,160

99.0%

2,677

2,168,120
kg 69,973

83.4%

3,209 3,192 2,677

1,552 3,735 3,716

910 906 766

3,773 3,754 1,552

基準年度比 2018年 99.5% 41.1% 99.0% 98.5%
kg-CO2 896

99.5% 103.7% 99.0% 98.5%

2,819 2,805 2,922

2018年

3,209 3,192
99.5%

2,168,120
87.8%

70,680 70,327

kg-CO2 10,710 10,657 7,917
kg

45.0 44.8 39.5
45.0 44.8 39.5

基準年度比 2018年 99.5%

水の使用量の削減 ㎥ 16.3

%

16.3
基準年度比

グリーン購入の推進

件

8品目以上
（購入率）

環境に配慮した施工

16.0

(オフィス用品購入率）
6品目以上 9品目以上

2018年

建設現場の環境影
響評価実施

建設現場の環境影
響評価実施

70,680

95% 98% 97%
15.5

10品目以上

70,327

100%

99.5%

99%

2018年
15.516.1

16.1

3067.5%

98.5%
910 906 766

基準年度比 2018年 99.5% 99.0%84.2%



■環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2018年
2021年

2022年

電力による二酸化炭素削減（建設現場）

取組紹介欄

2018年
2021年

2022年

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2018年
2021年

2022年

5

1月

・パソコン使用時の省エネモード又は電源を切る

5月4月3月2月

緑のカーテン実施状況

9月

29

152

11月

12月6月 7月 8月 11月

29

34

9月

30
42 28 33 34

30 33 2933 26

422
158

569

33

410

324 382

26

・不要照明の消灯 ◎

達成状況

✕
取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

数値目標
・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

480 314

12月8月

399

584
348

519 371 301

41

0 0

31

○

○

626 350

達成状況

433530 375
301 326

冷房温度　28℃ 暖房温度　20℃ 不要照明の消灯の推進

取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

378
403

8月 12月11月10月9月7月6月

本年の事務所では外気温度の変動に左右され、年間を通して電気
使用量の増加になった。

331311 397659 509

○

〇 年間を通して、前年より現場件数が減少し、使用電力も減少した。
・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） ○
・不要照明の消灯 ○
・パソコン使用時の省エネモード又は電源を切る ○

593 630 551 376 285

25

2月

611 621

アイドリングストップのシール配布

役所対応もWEBが基本になり、リモート会議等の増加により、使用
量は減少した。

552 466 380 278
636 272

数値目標 〇

達成状況 取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

10月

778

553

24

645

数値目標

25 2924 23

22 26 30 32 34 32 38
3523 26 28 2728

4月 5月 6月 7月
431

3月 10月

542 407 291 271 269 221 286 628 353

2月
559168 290

1月

299
689 418 355 236 152 159

30

1,012 1,142 850 406

1月 5月

・自家用車のエコドライブ励行

3月 4月

0

200

400

600

800

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月

電力（kWh） 2018年 2021年 2022年

0

20

40

60

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

事務所ガソリン（L) 2018年 2021年 2022年

0

500

1,000

1,500

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月

現場電力（kWh） 2018年 2021年 2022年



自動車燃料による二酸化炭素削減（建設現場）

取組紹介欄

2018年
2021年

2022年

一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2018年
2021年

2022年

産業廃棄物の削減

取組紹介欄

2018年
2021年

2022年

6

達成状況 取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

〇 2022年6月より社員数が1名増加した為、今後は増加になると思わ
れる。○

1月 2月

・工事車両のタイヤ空気圧のこまめな点検実施

77 80 74 80
140 142

1月 2月

00 0 0 0

0
0

0 19,010 00 0

0.5

0.5 0.5 13.5 0.5
11.3 0.4 0.3

・分別の徹底 ○

0.4

51,670

0
0 90 28,940 00 0 0 0 31,120

10,220 00
0

0 0 1,208,400 469,300 0
0

480,200

0.4

段ボール他資源ごみ ゴミ分別状況

0.5 14.5

産廃排出量は年度ごとの現場の工種により、増減する。今期は道路
改良工事で大量の汚泥処理を行った為、産廃排出量が増加した。
削減の努力は継続して行っていく。

0.5 9.4

64

0.5

0

7月 8月

113

11月

14.4

140104
10月

0.5 9.4

11月

建設現場でのアイドリングストップ(重機）

・コピー用紙の裏紙利用

73

○

5月3月 4月

72

達成状況

数値目標

・自家用車のエコドライブ励行

〇

86 73 80
88

数値目標

○

達成状況

12月

0.4

10月

✕

0.5
0.4

0.50.4
0.3 0.4

数値目標

6月 12月

100

4月 5月3月

・建設現場でのプラスチックゴミ削減 ○

・分別の徹底 ○

2月 3月 4月 5月

・シュレッダー廃紙のリサイクル化 ○

・使用済み封筒の再利用 ○

1月

9月

8月 9月

110

8月

取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

鉄くず回収函

6月 10月

115

11月
0.5 0.5

9577 85 79

16.5

130

7月

7月

0.40.5

123

6月 9月

59 70 88
138 75 70 99 119 115

番線回収状況

0.5 0.5 10.5 0.50.5

一般廃棄物の量は、ペーパレスが進んでいることもあり減少してい
る。

119 135

0

12月

取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

11.4

0

50

100

150

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月

建設現場ガソリン（L) 2018年 2021年 2022年

0

500,000

1,000,000

1,500,000

産業廃棄物（kg） 2018年 2021年 2022年

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月

一般廃棄物（kg） 2018年 2021年 2022年



水の使用量の削減

取組紹介欄

2018年
2021年

2022年

グリーン購入の推進

取組紹介欄

環境に配慮した施工

取組紹介欄

建設現場においてソーラーシステムハウスの推進
7

エコマーク商品（製本テープ） 地球にやさしい（メディングテープ）

計画通りに実施された。
・元請工事は事前に環境影響調査を実施 ○
・顧客クレーム削減 ○

・建設現場事務所に環境方針を掲載する

取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

2.8

達成状況

3.0

数値目標

5月

○
・蛇口付近に節水シールの貼り付け ○
・節水節電等の啓発ポスターを掲示

取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

2.6 0.0

・事務用品グリーン購入比率向上
数値目標 〇

2.5 0.0 2.5 0.0

0.0

2.6 0.0

6月 7月 8月 9月 12月

0.0
0.0 2.5 0.0

2.8 0.0 2.6 0.0

○

達成状況 取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

９品目のグリーン購入をし目標は達成した。

〇 兼子社員の減少または、工事部社員の事務所利用回数の減少に
より、使用量が減少した。

3.1 0.0 2.7 0.03.1

○

達成状況

11月

2.9 0.0 2.5

3月
2.6 0.0 2.6

0.0

2月 4月
0.0

1月

2.8 0.0
2.7 0.0

10月

節水の呼掛け0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月

水道水（㎥） 2018年 2021年 2022年



■環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規は次の通りです。

建設機械・重機
建設機械・重機
一般廃棄物、産業廃棄物（コン殻、廃プラ、建設汚泥等）

徳島県脱炭素社会の実現に向けた気候変動対策推進条例 自動車
業務用エアコン、建設機械エアコン
排出ガス対策機械、建設副産物の再資源化

■外部からの環境上の苦情・要請等
外部からの環境上の苦情・要請はありませんでした。

■緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 大津波警報の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　□消火訓練　□避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

緊急事態の想定： 対応拠点施設参集訓練
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

本店ビル全体の避難訓練の様子
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適用される法規

廃棄物処理法

環境関連法規等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

環境管理責任者、事務局長他　全５名

騒音規制法
適用される事項（施設・物質・事業活動等）

2022年4月4日 兼徳建設㈱本社→兼子憲三宅
災害対策本部長、事務局長他　全３名

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

・地震発生から30分以内に対応拠点施設に参集する

　中央構造線直下型地震において、災害対策本部の立ち上げを、対応拠点施設にて行う為、地震発生から30
分以内に対応拠点施設に参集することが出来た。

大津波警報発生で現場事務所への安否確認の訓練を行った。

2022/4/4 徳島市末広3丁目（現場事務所）

振動規制法

フロン排出抑制法
工事発注仕様書



■代表者による全体の評価と見直し・指示

実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし

実施体制 ☑ 変更なし

■これまでの環境活動の紹介
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代表取締役社長 兼子義信

建設現場での防災広報 建設現場での環境広報

建設現場周辺清掃作業

広報活動

沈砂池工事

清掃活動

汚濁防止膜設置工事

2023年2月11日

徳島県ＯＵＲロードアドプト

濁り水の処理

日本の環境の課題としてあげられるのは、温室効果ガスの削減、再生可能エネルギー
の導入、プラスチックの海洋汚染、森林破壊や河川の改修、海岸の埋め立てによる自
然環境の破壊、循環型社会の実現等があり、これらを解決する為には、政府や企業、
個人の取り組みが必要になります。2022年度においては、当社は事務所の電気使用量
や産廃排出量が増加し、目標を達成することは出来ませんでした。しかし、あきらめ
ることなく、法令に準じての廃棄物処理、建設業においての環境汚染対策、エコアク
ション21を利用した環境リスクマネジメント技術を活用して環境に配慮した建設を行
うことで、社会的信頼性の高い建設企業として、地域社会に貢献することを目指しま
す。


